
 

私たちは、豊かな自然と環境を守り、育み、そしてそれを将来に引き継いでいくことを目標に掲げ、
宍道湖周辺の自然環境の再生、復元活動に取り組んでいます。 
そのシンボル事業が葦原の再生、復元です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宍道湖  

47水害で水没した松江分地区 

大正 12年頃の斐伊川の分流（斐伊川改修40周年史） 

斐伊川本流の変遷（斐伊川誌） 

松江分 

十四間川 

松江分 
十四間川 

簸川平野は、約 4000年前は入海でした。それが斐伊川から流れる砂によって長い年月をかけて、次第に平野が形成されていきました。

江戸時代の斐伊川の東流、松江藩による新川開削、川違えなどから、昭和の大規模な干拓に至るまで連綿と続く開拓の歴史を経て、ほ

ぼ現在の湖岸線となりました。 

私たちの住む松江分は、簸川平野の東端、宍道湖の西岸に位置し、最も後から形成されたところです。そのため、土地は低く、地盤も軟

弱で、堤防に守られて生活しています。これまで幾多の水害に遭い、近年では、昭和47年の豪雨において甚大な被害を蒙りました。 

そして、もう一つ、除草剤などの農薬や生活排水による環境の悪化も進んでいます。それを象徴する事象が、葦の原の消滅です。また、シ

ジミやアマサギの激減です。 

私たち松江分自然環境倶楽部は、さまざまな団体と連携しながら、生命線である堤防の保全、宍道湖をとりまく環境や水産資源の回復

等に取り組み、安心して住める地域と豊かな自然を育み、そしてこれを未来に引き継いでいきたいと願い、活動しています。 

 



 

漏 水 量

水 位

水 位

漏 水 量
漏水個所の見回り 

漏水調査 

調査データの公表（倶楽部HP） 

十四間川環境再生協議会設立（2012.3.30） 

広報誌「葦の原」 

ホームページ 

地内に自生する絶滅危惧種アサザ ハクチョウの飛来 マガンの乱舞 

水位（cm） 

水位（cm） 

漏水量（l/分） 

漏水量（l/分） 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援 

(公益財団法人)ホシザキグリーン財団 

宍道湖漁業協同組合 

斐川漁業会 松江分自然環境倶楽部 

NPO法人 自然再生センター 

(株)フクダ・松江土建(株)・大福工業(株) 

連携・協力 

ヨシ原再生 

覆砂による水生動物の生育環境改善 

宍道湖 

★ふるさと森林公園 

★十四間川 

★ゴビウス・グリーンパーク 

（1） 覆砂による土砂採取跡地の環境改善事業 

・ 生物多様性の創出と生育改善及びその効果の

持続性検証調査 

・ 機能性覆砂材の効果検証調査 
 

（2） 宍道湖流入河川の水質浄化事業 

・ 飽和酸素水の供給検証調査 
 

（3） 陸上での飼育試験 

・ 飼育用餌の研究 

・ シジミ飼育の研究 

・ 機能性覆砂材の研究 
 

（4） 湖岸ヨシ帯再生事業 

・ ヨシの植生活動 
 

(5) 環境調査 

・ 水質・底泥の環境調査 

事 業 内 容 

環境調査(2012.4.25) 


